
　こんにちは
梅雨　前線が北上し、日本列島が梅雨色に染まります。でも、そんな中でもとても心に
響く月もときどき姿を見せくれます。
24節季のひとつ
　（芒種）　6月には　早苗が風に揺れています。
　（仲夏）　そして、いよいよ入梅ですね　冷たい雨が降り続き肌寒さを感じるように
　　　　　成り、とても陰うつな時節と成ります。
　【夏至】　　6月２１日　1年で一番昼が長い日です。
　【白夜】　　夏至の夜　北極では陽が沈まない、日本では見れませんけれど北欧の
　　　　　　国々では５月中旬から2ヶ月間、白夜が続きます。
　【半化粧】　6月末になると半分白く半分緑の花が咲きます。
　　　　　　その花は半化粧と呼ばれております、我が家でも庭にいっぱい咲きます。
　そして月は
　【水無月】　そして月は青水無月・風待月などと呼ばれております。
　私たちは6月と簡単に呼んでおりますけれど色々な呼び名が有りますね！
　そして、そのどれもが趣が有って、今の季節、雰囲気にぴったりです。
　そんな事を思いながら神宮寺の森やお宮のまわりを散策されたら如何でしょうか？
　とても心が癒されると思います。

車検実施で毎月1組様抽選で
当間高原リゾートベルナティオランチを

プレゼント致しております

車検実施プレゼント !車検実施プレゼント !
川崎 様
5月の当選者
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RUSH　雨上がりでも深いツヤが１年以上続く
NBOXクラス 18,500円　ステップワゴンクラス 26,500円
（中古車の場合下処理研磨作業が別途かかります）

RUSH

１年に１回の鉄粉落としでボディーを守ります
軽 16,500円　 小型 22,000円　 ミニバン 27,500円

鉄粉
落とし

中古車情報　https://carshop-minami.net/
お車一緒に探すお手伝いいたします

おもち君
お昼寝

オイル交換オイル交換
☆毎週、土曜日、日曜日はサービスデー

￥1,000引き￥1,000引き

6月のトピックス

AM9:00～PM5:00まで



伝統を失った民族は国を滅ぼす
　私はお茶の家の息子に生まれましたけれども、千家はもともと武家であったり、茶家で
もありました。ところが明治の御一新で禄高が全部なくなってしまった。そこで私の四代前
の裏千家十一代家元が初めてそれまでの家元制度のあり方というものを検討して、いまに
至っております。
　剣や柔道のほうでは、それを習う人を門弟といいます。お茶のほうでは社会で活動して
いる人たちが一つの組織をつくってその中で修行するということで「社中」というふうに申
しております。
　明治の御一新までは武家社会でしたから、武家は皆お茶を嗜みました。各大名家は素晴
らしいお茶道具を揃え、それぞれに茶道奉行が務めておりました。
　これは織田信長の時代に、茶道具を以って中国や朝鮮、フィリピンと経済交流をしたこと
が始まりです。中国のものは唐物、朝鮮から入ってくるものは高麗物、フィリピンや他の
島々から入ってくるものは島物と呼ばれていた。
　そこに目をつけた織田信長が、私の先祖である千利休に目利きをさせてよい道具を所持
し、手柄を立てた家臣は、一国一城を与えられても、いつまた合戦で奪われるか分からない
ので、信長公のお茶道具を頂戴したいと申し出た。信長公からいただいたものなら価値が
後々上がりますからね。今の株と同じことですよ。
　ところが明治の御一新後、大名家はお金がなくなり家臣に禄高も払えなくなって放出し
た。それを買い求めたのが、三井、住友、藤田といった財閥でした。
　その頃の日本経済流通機構では店の主人は「社長」ではなく「旦那」で現場を仕切ってく
れるのは「番頭」でした。旦那は信頼できる番頭に仕事を任せておいて、自分は好きなこと
をする。それが商売の可能性を広げることにも結びついていたわけです。そういうことが日
本の資本主義の代表的な流通機構として、日本列島に浸透していきました。
　終戦から今年で八十年になります。いまの日本の状態はどうですか？藤尾先生がいつも
指摘なさっているけれども、また私も盟友の京セラ創業者・稲盛和夫君とも生前よく語り
合ったけれども、いまの日本は自由という言葉をはき違えて、自由奔放になっていませんで
すか。自分さえよければ良いと相手のことを考えずに、時には違法スレスレのことに手を染
める人までいる。ですので、お互いが助け合い優しい思いやりの心に満ちた国に成るよう
に努力いたしましょう。
　心からご冥福をお祈り致します。
今月号で終了致します。

生きる力　追悼特別講話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千　玄室

6 月水無月（みなづき）の言葉  （知致より） 

株式会社カーショップみなみ

編集後記
去年秋初めて植えた菜葉ですが、今春気がつくと畑いっぱいに黄色い花が咲いてました、かわいい菜
の花畑ですね。いつの間にかの花畑なので、食べないうちにお花畑に成っていたわけです。仕方ない
ので菜葉を食べずに花を摘んで家中の花瓶に飾りました、家の中が黄色に成りそうでした。今は庭に
は芍薬、牡丹、そして花しょうぶや露草が咲いてます。花って本当に優しいですね！
見てると心が幸せに成ります。毎朝おもち君を抱っこして庭を散歩しお花に鼻をクンクンくっつけて
香りを楽しんでおりますし、そしておじぞう様にご挨拶もしております。
色々、テレビや新聞で酷い事件のニュースを見ますが、ここ十日町は平和で優しい
お互いを大切にする美しい街で有って欲しいと思います。

有難うございました…See you again

〒948-0006　新潟県十日町市四日町 2184
tel：025-752-7121　fax：025-752-7114
平日 9:00～18:00 / 土日 9:00～17:00
carshop-minami@cocoa.plala.or.jp
https://www.carshop-minami.com/

　六月には「芒種」や「入梅」「日の長きこと至り、陰陽争い生死分かる」とする「夏至」の
二十四節季と、それ以外の雑節がその時期を教えてくれます。「夏越の祓」もその一つ。天気予
報のない昔は農作業をする上で神様と暦だけが頼りだったのです。
そして多くを望まず、堅実な積み重ねで今後の基礎を築くべき今期、何事も備えあれば憂いなし
で。仕事の段取りや大事の計画は入念であること。ただ、向上の気配は生じても低迷の残気も
あるので性急短慮な打開策や急進は禁物。また、採算の取れない仕事は無理してまでやらない
こと。人のお世話も同じです。今期は何事も独断んで行わず、目上の人か識者の指示や忠言を
尊重して堅実に動く必要があります。特に補佐役や裏方作業が将来に役立つ学びに。地道な努
力を続けながら実力の涵養に励むのが安泰です。
　金銭面は不安定。楽しいお誘いもあって財布の紐は緩いかもしれません。
他人との貸し借りは注意して節約を心掛けること。万事に支出をセーブ。
　健康面では、疲労が原因で気力も低下気味です。肝臓や腎臓など血流の
不調に留意を。
体に優しい温かい食事を心掛けましょう。吉方位は西方です。
そんな水無月を心から楽しみながら毎日を過ごしたいものですね。

最後のメッセージをここに紹介致します




